
EtherChannelインターフェイスの QoS

Cisco ASR 1000シリーズルータのイーサネットチャネル（EtherChannel）インターフェイスで
Quality of Service（QoS）がサポートされています。QoS機能は、いくつかの Cisco IOS XEリ
リースを経て進化しており、ソフトウェアレベル、EtherChannelの設定、および設定したモ
ジュラ QoS CLI（MQC）機能に基づいたさまざまな能力を持っています。

•機能情報の確認（1ページ）
• EtherChannelの QoSに関する情報（1ページ）
• EtherChannel用の QoSの設定方法（6ページ）
• EtherChannelsの QoSの設定例（25ページ）
•その他の参考資料（27ページ）
• EtherChannelインターフェイスの QoSの機能情報（28ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

EtherChannelの QoSに関する情報

QoS機能を備えた EtherChannelの進化
EtherChannelは、複数の物理リンクのグループを作成し、スイッチ、ルータ、およびサーバ間
に障害耐性と高速リンクを提供するための論理イーサネットリンクを 1つ作成できるポート
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チャネルアーキテクチャです。EtherChannelは、2～ 8つのアクティブな高速のギガビットま
たは 10ギガビットのイーサネットポート間に、他のアクティブなポートに障害が発生したと
きにアクティブになる 1～ 8つの非アクティブな（フェールオーバー）ポートとともに作成さ
れます。

EtherChannelインターフェイスのQoSは、Cisco IOS XEがリリースされるたびに進化してきま
した。現在のレベルのCisco IOSXEソフトウェアに得られるサポートのレベルと、基礎となる
EtherChannel設定を理解することが重要です。EtherChannelの設定方法に基づいて、QoSのさ
まざまな組み合わせがサポートされます。EtherChannelは、次の3つのモードで設定できます。

•ポートチャネルサブインターフェイスのカプセル化 CLIを使用した EtherChannel VLAN
ベースのロードバランシング

• LACPによる EtherChannelアクティブ/スタンバイ（EtherChannelのロードバランシングな
し）

• LACPによるロードバランシングを備えた EtherChannel

これらの各モデルには、Cisco IOSXEソフトウェアに含まれるサポートのレベルと、それぞれ
によって可能な QoS設定に関する特定の制約があります。

次に、サポートされる EtherChannelと QoS設定のさまざまな組み合わせをまとめます。設定
例は、このドキュメントで後述します。特に併記のない限り、所定のEtherChannel設定に対す
る別の論理インターフェイスと物理インターフェイスでのサービスポリシーの組み合わせはサ

ポートされていません。

ポートチャネルサブインターフェイスのカプセル化CLIを使用したEtherChannel VLANベー
スのロードバランシング

Cisco IOS XEリリース 2.1以降で次がサポートされています。

•ポートチャネルサブインターフェイスでの出力MQCキューイングの設定

•ポートチャネルのメンバーリンクでの出力MQCキューイングの設定

• QoSのポリシー集約：サブインターフェイスでの出力MQCキューイング

•ポートチャネルサブインターフェイスでの入力ポリシングとマーキング

•ポートチャネルメンバーリンクでの出力ポリシングとマーキング

Cisco IOS XEリリース 2.6以降で次がサポートされています。

• QoSポリシー集約：メインインターフェイスでの複数キュー集約に対するMQCサポー
ト：メインインターフェイスでの出力MQCキューイング

LACPによる EtherChannelアクティブ/スタンバイ（EtherChannelのロードバランシングな
し）

Cisco IOS XE 2.4以降で次がサポートされています。

•ポートチャネルメンバーリンクでの出力MQCキューイング：EtherChannelロードバラン
シングなし
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LACPによる EtherChannelとロードバランシング

Cisco IOS XE 2.5以降で次がサポートされています。

•ポートチャネルメンバーリンクでの出力MQCキューイング設定：EtherChannelロードバ
ランシング

Cisco IOS XE 3.12以降で次がサポートされています。

•ポートチャネルメインインターフェイスでの一般的なMQC QoSのサポート

QoSに関するベストプラクティスとして、ポートチャネル集約を使用することをお勧め
します（「集約 EtherChannel QoS」の章を参照）。

Cisco IOS XE 3.16.3以降および Cisco IOS XE Fuji 16.3以降で次がサポートされています。

•ポートチャネルサブインターフェイスでの一般的なMQC QoSのサポート

QoSに関するベストプラクティスとして、ポートチャネル集約を使用することをお勧め
します（「集約 EtherChannel QoS」の章を参照）。

クラス定義文内のフラグメントについて

QoSポリシー集約機能は、クラス定義文にフラグメントという発想を取り入れています。ポリ
シーマップ中で、デフォルトトラフィッククラス定義文をフラグメントとしてマークできま

す。同じインターフェイス上の他のポリシーマップでも、必要に応じてそのデフォルトトラ

フィッククラス文をフラグメントとして定義できます。その後、サービスフラグメントクラ

ス定義文を使用して個別のポリシーマップを作成し、すべてのフラグメントに1つのグループ
として QoSを割り当てるために使用できます。

次の図に、フラグメントを使用していない 3つのポリシーマップが適用された 1つの物理イン
ターフェイスの例を示します。各ポリシーマップには、独自のポリシーマップ内でデフォル

トトラフィックのトラフィックのみを分類できるデフォルトのトラフィッククラスがあるこ

とに注意してください。

図 1 :ポリシーマップを持つ物理インターフェイス：フラグメントの使用なし

次の図にフラグメントを使用して設定した同じ設定を示し、フラグメントをまとめて分類する

クラス定義文を使用して 4つ目のポリシーマップを追加します。デフォルトトラフィックク
ラスは、個々のポリシーマップ内の 3つの個別のデフォルトトラフィッククラスとしてでは
なく、1つのサービスフラグメントグループとして分類されます。
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図 2 :ポリシーマップを持つ物理インターフェイス：フラグメントを使用

Gigabit EtherChannelバンドルのフラグメント
Gigabit Etherchannelバンドルに対してフラグメントを設定すると、fragmentキーワードを使用
して設定したデフォルトのトラフィッククラスを持つポリシーマップがメンバーサブインター

フェイスのリンクに適用され、フラグメントをまとめて分類するように service-fragmentキー
ワードを使用して設定したトラフィッククラスを持つポリシーマップが物理インターフェイス

に適用されます。

特定のポートチャネルのメンバーリンクで現在アクティブなフラグメントを使用して設定した

すべてのポートチャネルサブインターフェイスは、そのメンバーリンクに集約サービスフラ

グメントクラスを使用します。メンバーリンクがダウンすると、セカンダリメンバーリンク

に切り替わる必要があるポートチャネルのサブインターフェイスは、新しいインターフェイス

に集約サービスフラグメントを使用します。

QoS：ポリシー集約MQC
メインインターフェイスでの複数キュー集約に対する QoSのポリシー集約MQCサポート機
能は、fragmentの設定と service-fragmentの設定を使用した class-defaultトラフィックの以前
の集約のサポートを、次の図に示すように、メインインターフェイスのポリシーマップで集約

されたDSCPベースのトラフィッククラスなどのサブインターフェイスのポリシーマップ内の
ユーザ定義の他のトラフィッククラスに拡張します。

キューイングがサブインターフェイスのポリシーマップのトラフィッククラスに設定されてい

ない場合は、accountコマンドを使用して、これらのクラスの集約レベルで行われるキューイ
ングのドロップを追跡でき、show policy-map interfaceコマンドを使用して表示できます。
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図 3 :メインインターフェイスでの複数のキュー集約に対するMQCサポート機能のポリシーマップの概要

元の機能と複数キューの集約に対するMQCサポートとの違いポリシー
集約の違い：サブインターフェイスでの出力MQCキューイングとメ
インインターフェイスでの複数キューの集約に対するMQCサポート

「ポリシー集約：サブインターフェイスでの出力MQCキューイング」のシナリオと、「メイ
ンインターフェイスでの複数キューの集約に対するMQCサポート：メインインターフェイ
スでの出力MQCキューイング」シナリオ間での設定の一部は同じように見えますが、キュー
イング動作と内部のデータ処理に重要な違いがあります。「QoSの概要：ポリシーアグリゲー
ションMQC」の項の図を参照してください。

たとえば、どちらの設定も、サブスクライバポリシーマップの class class-defaultコマンドの
fragmentキーワードを共有し、これを使用する必要があるだけでなく、集約トラフィックに対
して共通のポリシー処理を実現するために、メインインターフェイスのポリシーマップのユー

ザ定義クラスに service-fragmentキーワードを設定する必要があります。ただし、この設定を
使用すると、元の QoSポリシー集約の実装と、強化された QoSポリシー集約の実装とでは動
作に違いが生じます。

•フラグメントとサービスフラグメントアーキテクチャを使用した元の実装では、すべて
のデフォルトクラスのトラフィックと、サブインターフェイスで定義されたキューイング

機能を備えていないクラスのすべてのトラフィックが class-defaultキューに移動し、メイ
ンポリシーマップで定義されている共通のユーザ定義のキューとポリシーに集約されま

す。サブインターフェイスの（同じ物理インターフェイス上の複数のサブスクライバから

などの）トラフィック集約は、最終的には、デフォルトクラスである1つのクラスに対し
てのみ発生します。

•フラグメントとサービスフラグメント機能を使用するメインインターフェイスでの複数
キューの集約に対するMQCサポート機能が強化された実装でも、デフォルトのすべての
クラスのトラフィックも class-defaultキューに移動し、メインポリシーマップで定義され
た共通のユーザ定義キューとポリシーに集約されます。ただし、集約ポリシーについて
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は、DSCPベースのサブスクライバトラフィッククラスなどの他のクラスもサポートされ
ています。これらのトラフィッククラスは、サブスクライバポリシーマップの account
以外のキューやキューイング機能をサポートしていません。フラグメントとサービスフラ

グメントアーキテクチャを使用することによって、（同じ物理インターフェイス上の複数

のサブスクライバからの）これらの他のサブスクライバトラフィッククラスがメインポ

リシーマップでこれらの同じクラスに対して定義されている集約トラフィックに対して共

通のポリシー処理が実現します。

EtherChannel用の QoSの設定方法

ポートチャネルのサブインターフェイスでの出力MQCキューイング
の設定

始める前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に
定義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定す
る必要があります。EtherChannel上の選択したプライマリおよびセカンダリの物理インターフェ
イスに一致するように、適切なカプセル化サブコマンドを使用して、ポートチャネルのサブイ

ンターフェイスが設定されている必要があります。Cisco IOSXEリリース2.1以降のソフトウェ
アが必要です。グローバルコンフィギュレーションにport-channel load-balancing vlan-manual
コマンドが含まれているか、ポートチャネルのメインインターフェイス設定に load-balancing
vlanコマンドが含まれている必要があります。これらのコマンドがすでに実行済みであると想
定しています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface port-channel port-channel-number.subinterface-number
4. service-policy output policy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

EtherChannelインターフェイスの QoS
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

サービスポリシー設定を受け取るポートチャネルの

サブインターフェイスを指定します。

interface port-channel
port-channel-number.subinterface-number

例：

ステップ 3

Device(config)# interface port-channel 1.200

出力トラフィックに適用するサービスポリシーの名

前を指定します。

service-policy output policy-map-name

例：

ステップ 4

Device(config-subif)#
service-policy output WAN-GEC-sub-Out

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-subif)# end

ポートチャネルのメンバーリンクでの出力MQCキューイングの設定

始める前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に
定義したクラスマップを使用して、キューイング機能を使用する 1レベルまたは 2レベルの階
層型ポリシーマップを設定する必要があります。EtherChannelのメンバーリンクインターフェ
イスがチャネルグループ（EtherChannelグループ）の一部となるようにすでに設定されている
必要があります。キューイングコマンドが含まれているポリシーマップを、ポートチャネル

のサブインターフェイス上に設定する必要があります。Cisco IOS XEリリース 2.1以降のソフ
トウェアが必要です。グローバルコンフィギュレーションに port-channel load-balancing
vlan-manualコマンドが含まれているか、ポートチャネルのメインインターフェイス設定に
load-balancing vlanコマンドが含まれている必要があります。これらのコマンドがすでに実行
済みであると想定しています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface GigabitEthernet card/bay/port
4. service-policy output policy-map-name
5. end

EtherChannelインターフェイスの QoS
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

サービスポリシー設定を受け取るメンバーリンク

の物理インターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernet card/bay/port

例：

ステップ 3

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0

EtherChannelの一部であるこの物理インターフェイ
スの出力トラフィックに適用するサービスポリシー

の名前を指定します。

service-policy output policy-map-name

例：

Device(config-if)#
service-policy output WAN-GEC-sub-Out

ステップ 4

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

QoSのポリシー集約の設定：サブインターフェイスでの出力MQCキュー
イング

始める前に

fragmentキーワードをサブインターフェイス class class-defaultの設定と、service-fragment設
定をメインインターフェイスクラスに使用するときに、複数のポートチャネルのサブインター

フェイスからのデフォルトクラスのトラフィックをメインインターフェイスの共通ポリシー

マップに集約できます。キューイングは、サブインターフェイスのポリシーマップでキューイ

ング機能を使用して定義した他のトラフィッククラスのサブインターフェイスで実行されま

す。

この機能は、モジュラQoSCLI（MQC）を使用して設定されます。これは、同じ物理インター
フェイスに適用された複数のポリシーマップを、複数のポートチャネルのサブインターフェイ

スからの複数のデフォルトのトラフィッククラスを集約して扱う QoS設定で最も有効です。
Cisco IOS XEリリース 2.1以降のソフトウェアが必要です。グローバルコンフィギュレーショ
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ンにport-channel load-balancing vlan-manualコマンドが含まれているか、ポートチャネルのメ
インインターフェイスに load-balancing vlanコマンドが存在している必要があります。これら
のコマンドがすでに実行済みであると想定しています。

この機能は、ポリシーマップが複数のポートチャネルのサブインターフェイスとポートチャネ

ルのメンバーリンクのインターフェイスに適用されている場合にサポートされます。この機能

を使用して、異なる物理インターフェイス上のポリシーマップのデフォルトのトラフィック

クラスをまとめて分類することはできません。ポートチャネルのメンバーリンクがサブイン

ターフェイスでの encapsulationコマンドで primaryディレクティブまたは secondaryディレ
クティブによって指定された場合に、そのリンクに向かうすべてのトラフィックをまとめて分

類できます。すべてのサブインターフェイスのトラフィッククラスにキューが必要です。ただ

し、キューイング機能（priority、shape、bandwidth、queue-limit、fair-queue、random-detect
などのコマンド）を使用してトラフィッククラスがサブインターフェイスのポリシーマップに

設定されていない場合、トラフィックは class-defaultキューに割り当てられます。fragmentと
service-fragmentの設定を使用しないサブインターフェイスのトラフィッククラスに対しては、
メインインターフェイスのポリシーマップでの分類は行われず、サポートもされていません。

（注）

QoSポリシー集約機能を完全に設定するには、多段階のプロセスが関わっています。以降の項
ではこれらのステップについて詳しく説明します。

ポリシーマップの適用と削除については、次の点に注意してください。

• QoSポリシー集約を設定するには、service-fragmentキーワードを含むポリシーマップを
メインインターフェイスに最初に適用してから、fragmentキーワードを含むポリシーマッ
プをサブインターフェイスに適用する必要があります。

• QoS：ポリシー集約をディセーブルにするには、まず fragmentキーワードを含んでいるポ
リシーマップをサブインターフェイスから削除し、次に service-fragmentキーワードを含
んでいるポリシーマップをメインインターフェイスから削除する必要があります。

ポリシーマップでのフラグメントトラフィッククラスの設定

始める前に

この手順では、ポリシーマップ内にデフォルトトラフィッククラスをフラグメントとして設

定する方法のみを示します。ポリシーマップ内の他のクラス、またはデバイス上の他のポリ

シーマップを設定する手順は含まれません。

例

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前のリリースでサポートされている設
定例を示します。

（注）

EtherChannelインターフェイスの QoS
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次の例では、BestEffortというフラグメントがポリシーマップ subscriber1とポリシー
マップ subscriber 2に作成されます。この例では、他のトラフィッククラスのキューイ
ング機能はサブインターフェイスのポリシーマップでサポートされます。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber 2
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6以降のリリースでサポートされている設定を
示します。

（注）

また、次に、メインインターフェイスの実装で、複数キューの集約に対するQoSポリ
シー集約MQCサポートを使用して、サブインターフェイスのポリシーマップにデフォ
ルトクラスとして BestEffortというフラグメントを設定する例を示します。この例で
は、ポリシーマップの他のクラスに対してキューイング機能がサポートされていない

ことに注意してください。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

default classステートメントを複数のサブインターフェイスポリシーマップにフラグメ
ントとして設定した後、service-fragmentキーワードを使用した classステートメントを
持つ個別のポリシーマップを設定し、フラグメントとして設定したclassステートメン
トに QoSを適用する必要があります。

EtherChannelインターフェイスの QoS
10

EtherChannelインターフェイスの QoS

ポリシーマップでのフラグメントトラフィッククラスの設定



次の作業

デフォルトの複数の classステートメントをポリシーマップのフラグメントとして設定した後
に、 service-fragmentキーワードを使用して classステートメントの個別のポリシーマップを設
定し、フラグメントとして設定した classステートメントに QoSを適用する必要があります。

このプロセスについては、「サービスフラグメントトラフィッククラスの設定」の項を参照

してください。

サービスフラグメントのトラフィッククラスの設定

始める前に

次に、ポリシーマップ内にサービスフラグメントトラフィックの classステートメントを設定
するタスクを示します。サービスフラグメントトラフィッククラスを使用して、他のポリシー

マップを以前にフラグメントとして設定したdefault classステートメントのコレクションにQoS
を適用します。

この手順では、フラグメントのデフォルトトラフィッククラスがすでに作成されていると想

定しています。フラグメントのデフォルトトラフィッククラスの作成手順については、「ポ

リシーマップでのフラグメントトラフィッククラスの設定」の項を参照してください。

すべてのポリシーマップと同様に、設定はインターフェイスに適用されるまで、ネットワーク

トラフィックを管理しません。この手順では、インターフェイスへのポリシーマップの適用プ

ロセスは扱いません。

サービスフラグメントを使用すると、同じ物理インターフェイスからのフラグメントのみをま

とめて分類できます。同じサービスフラグメントを使用して、別のインターフェイスからのフ

ラグメントを分類することはできません。

service-fragmentキーワードが入力されているクラスではキューイング機能だけが許可され、
service-fragmentキーワードが使用されているクラスでは 1つ以上のキューイング機能を入力
する必要があります。

service-fragmentキーワードを使用したクラスがあるポリシーマップは、インターフェイスか
ら出て行くトラフィックのみに適用できます（service-policy outputコマンドを使用してイン
ターフェイスに適用したポリシーマップ）。

service-fragmentキーワードを使用して設定したクラスは、インターフェイス上にまだ設定さ
れているフラグメントにQoSをまとめて適用するために使用中である場合は削除できません。
service-fragmentキーワードを使用して設定したクラスを削除するには、サービスフラグメン
トを削除する前にフラグメントトラフィックのクラスを削除します。

service-fragmentキーワードは、子ポリシーマップには入力できません。

（注）

手順の概要

1. enable

EtherChannelインターフェイスの QoS
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2. configure terminal
3. policy-map policy-map-name
4. class class-name service-fragment fragment-class-name
5. shape average percent percent
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

設定するトラフィックポリシーの名前を指定し、ポ

リシーマップコンフィギュレーションモードを開

始します。

policy-map policy-map-name

例：

Device(config)# policy-map BestEffortFragments

ステップ 3

fragment-class-nameに一致するすべてのフラグメン
トを合わせたトラフィックのクラスを指定します。

class class-name service-fragment
fragment-class-name

例：

ステップ 4

他のポリシーマップでフラグメントを定義する場

合、サービスフラグメントクラスを正しく設定す

Device(config-pmap)# class data service-fragment
BestEffort

るには、fragment-class-nameがこのコマンドライン
の fragment-class-nameに一致する必要があります。

QoSコンフィギュレーションコマンドを入力しま
す。フラグメントとして設定されたデフォルトのト

shape average percent percent

例：

ステップ 5

ラフィッククラスでは、キューイング機能のみがサ

ポートされます。Device(config-pmap-c)# shape average percent 50

サポートされているキューイング機能はbandwidth、
shape、random-detect exponential-weighting-constant
です。

複数のQoSキューイングコマンドを入力できます。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-pmap-c)# end

EtherChannelインターフェイスの QoS
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例

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前のリリースでサポートされている設
定例を示します。

（注）

次の例では、BestEffortという名前のすべてのフラグメントにQoSを適用するために、
ポリシーマップが作成されます。

policy-map main-interface
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000

次の例では、2つのフラグメントを作成し、サービスフラグメントを使用してまとめ
て分類します。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber 2
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6以降のリリースでサポートされている設定を
示します。

（注）

次に、サブインターフェイスポリシーマップに BestEffortという 2つのフラグメント
を作成し、BestEffortという service-fragmentを設定してメインインターフェイスのポ
リシーマップでキューを集約する例を示します。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account

EtherChannelインターフェイスの QoS
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class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber2
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map main-interface
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class AF1
bandwidth remaining ratio 90
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000
bandwidth remaining ratio 1

トラブルシューティングのヒント

同じサービスフラグメントの一部であるすべての classステートメントが同じフラグメントク
ラス名を共有していることを確認します。

次の作業

サービスフラグメントトラフィッククラスをメインの物理インターフェイスに適用します。

フラグメントトラフィッククラスをメンバーリンクのサブインターフェイスに適用します。

Gigabit EtherChannelバンドルをサポートする物理インターフェイスでのサービスフラグ
メントの設定

始める前に

この手順では、サービスフラグメントトラフィッククラスがすでに作成されている必要があ

ります。フラグメントクラスを設定しないと、サービスフラグメントのトラフィッククラス

は設定できません。フラグメントのクラスを作成する手順については、「ポリシーマップでの

フラグメントのトラフィッククラスの設定」の項を参照してください。サービスフラグメン

トのクラスを作成する手順については、「サービスフラグメントのトラフィッククラスの設

定」の項を参照してください。

これらの手順には、Gigabit EtherChannelのメンバーリンクのサブインターフェイスに設定可能
なオプションに関する詳細は示されていません。これらの手順では、フラグメントのトラフィッ

ククラスをすでに持っているポリシーマップをメンバーリンクのサブインターフェイスに適

用する手順のみが説明されています。

EtherChannelインターフェイスの QoS
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正しく動作させるには、ポートチャネルのメンバーリンクがダウンしたときに、すべてのメン

バーリンクに同じポリシーマップが適用されている必要があります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface GigabitEthernet card/bay/port
4. service-policy output service-fragment-class-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

サービスポリシー設定を受け取るメンバーリンク

の物理インターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernet card/bay/port

例：

ステップ 3

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0

サービスフラグメントのデフォルトのトラフィック

クラスを含むサービスポリシーを物理ギガビット

イーサネットインターフェイスに適用します。

service-policy output service-fragment-class-name

例：

Device(config-if)# service-policy output
aggregate-member-link

ステップ 4

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

例

次に、ポリシーマップの aggregate-member-linkを物理インターフェイスに適用する例
を示します。

EtherChannelインターフェイスの QoS
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interface GigabitEthernet1/1/1
service-policy output aggregate-member-link
!
interface GigabitEthernet1/1/2
service-policy output aggregate-member-link

次のタスク

service-fragmentの定義と fragment-classの定義で、フラグメントクラス名が整合していること
を確認します。「Gigabit EtherChannelメンバーリンクのサブインターフェイスでのフラグメン
トの設定」の項に進みます。

Gigabit EtherChannelメンバーリンクのサブインターフェイスでのフラグメントの設定

始める前に

この手順では、サービスフラグメントトラフィッククラスがすでに作成されている必要があ

ります。フラグメントクラスを設定しないと、サービスフラグメントのトラフィッククラス

は設定できません。フラグメントのクラスを作成する手順については、「ポリシーマップでの

フラグメントのトラフィッククラスの設定」の項を参照してください。サービスフラグメン

トのクラスを作成する手順については、「サービスフラグメントのトラフィッククラスの設

定」の項を参照してください。

これらの手順には、Gigabit EtherChannelのメンバーリンクのサブインターフェイスに設定可能
なオプションに関する詳細は示されていません。これらの手順では、フラグメントのトラフィッ

ククラスをすでに持っているポリシーマップをメンバーリンクのサブインターフェイスに適

用する手順のみが説明されています。

フラグメントは、2つ以上の物理インターフェイスのトラフィックに使用できません。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface port-channel port-channel-interface-number . port-channel-subinterface-number
4. service-policy output fragment-class-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

EtherChannelインターフェイスの QoS
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始し、EtherChannelメンバーリンクのサブイ
ンターフェイスを設定します。

interface port-channel port-channel-interface-number .
port-channel-subinterface-number

例：

ステップ 3

Device(config)# interface port-channel 1.100

EtherChannelメンバーリンクのサブインターフェイ
スに対し、フラグメントのデフォルトのトラフィッ

service-policy output fragment-class-name

例：

ステップ 4

ククラスが含まれているサービスポリシーを適用

します。Device(config-subif)# service-policy output
subscriber

サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-subif)# end

例

次の例では、subscriberというサービスポリシーにフラグメントのデフォルトのトラ
フィッククラスがあり、このサービスポリシーがEtherChannelバンドルのポートチャ
ネルのサブインターフェイスに適用されます。

interface port-channel 1.100
service-policy output subscriber

ポートチャネルサブインターフェイスでの入力ポリシングとマーキン

グの設定

始める前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に
定義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定す
る必要があります。EtherChannelのメンバーリンクインターフェイスがチャネルグループ
（EtherChannelグループ）の一部となるようにすでに設定されている必要があります。Cisco
IOS XEリリース 2.1以降のソフトウェアが必要です。グローバルコンフィギュレーションに
port-channel load-balancing vlan-manualコマンドが含まれているか、ポートチャネルのメイン

EtherChannelインターフェイスの QoS
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インターフェイス設定に load-balancing vlanコマンドが含まれている必要があります。これら
のコマンドがすでに実行済みであると想定しています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface port-channel port-channel-number.port-channel-interface-number.sub-interface-number
4. service-policy input policy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始し、EtherChannelメンバーリンクのサブイ
ンターフェイスを設定します。

interface port-channel
port-channel-number.port-channel-interface-number.sub-interface-number

例：

ステップ 3

Device(config)# interface port-channel 1.100.100

以前に指定したポートチャネルのサブインターフェ

イスの入力トラフィックに適用するサービスポリ

シーの名前を指定します。

service-policy input policy-map-name

例：

Device(config-subif)# service-policy input
sub-intf-input

ステップ 4

サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-subif)# end

例

次の例では、sub-intf-inputという名前のサービスポリシーを定義し、そのポリシーを
ポートチャネルのサブインターフェイスの入力方向に適用します。

EtherChannelインターフェイスの QoS
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policy-map sub-intf-input
class voice
set precedence 5

class video
set precedence 6

class class-default
set precedence 3

!
interface Port-channel 1.100
service-policy input sub-intf-input

ポートチャネルのメンバーリンクでの出力ポリシングとマーキングの

設定

始める前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に
定義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定す
る必要があります。EtherChannelのメンバーリンクインターフェイスがチャネルグループ
（EtherChannelグループ）の一部となるようにすでに設定されている必要があります。Cisco
IOS XEリリース 2.1以降のソフトウェアが必要です。グローバルコンフィギュレーションに
port-channel load-balancing vlan-manualコマンドが含まれているか、ポートチャネルのメイン
インターフェイス設定に load-balancing vlanコマンドが含まれている必要があります。これら
のコマンドがすでに実行済みであると想定しています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface port-channel port-channel-number.port-channel-interface-number.sub-interface-number
4. service-policy output policy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

EtherChannelインターフェイスの QoS
19

EtherChannelインターフェイスの QoS

ポートチャネルのメンバーリンクでの出力ポリシングとマーキングの設定



目的コマンドまたはアクション

サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始し、EtherChannelメンバーリンクのサブイ
ンターフェイスを設定します。

interface port-channel
port-channel-number.port-channel-interface-number.sub-interface-number

例：

ステップ 3

Device(config)# interface port-channel 1.100.100

前のステップで指定したEtherChannelメンバーリン
クのサブインターフェイスの出力トラフィックに適

用するサービスポリシーの名前を指定します。

service-policy output policy-map-name

例：

Device(config-subif)#
service-policy output WAN-GEC-member-Out-police

ステップ 4

サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-subif)# end

例

次の例では、WAN-GEC-member-Out-policeという名前のサービスポリシーを定義し、
ポートチャネルのサブインターフェイスの出力方向に適用します。

policy-map WAN-GEC-member-Out-police
class voice
set precedence 5

class video
set precedence 6

class class-default
set precedence 3

!
interface port-channel 1.100
service-policy output WAN-GEC-member-Out-police

ポリシー集約の設定：メインインターフェイスでの複数キュー集約に

対するMQCサポート

始める前に

この機能はMQCを使用して設定されます。これは、同じ物理インターフェイスに適用された
複数のポリシーマップを、複数のポートチャネルのサブインターフェイスからの複数のユーザ

定義のトラフィッククラスを集約して扱う QoS設定で最も有効です。Cisco IOS XEリリース
2.6以降のソフトウェアが必要です。グローバルコンフィギュレーションには port-channel
load-balancingvlan-manualコマンドが含まれている必要があります。または、設定するポート

EtherChannelインターフェイスの QoS
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チャネルのメインインターフェイスに port-channel load-balancing vlanコマンドが存在してい
る必要があります。これらのコマンドがすでに実行済みであると想定しています。

この機能は、ポリシーマップが複数のポートチャネルのサブインターフェイスとポートチャネ

ルのメンバーリンクのインターフェイスに適用されている場合にサポートされます。この機能

を使用して、異なる物理インターフェイス上のポリシーマップのデフォルトのトラフィック

クラスをまとめて分類することはできません。ポートチャネルのメンバーリンクがサブイン

ターフェイスでの encapsulationコマンドで primaryディレクティブまたは secondaryディレ
クティブによって指定された場合に、そのリンクに向かうすべてのトラフィックをまとめて分

類できます。次の項で、EtherChannelによるこのタイプのQoSポリシー集約を設定する際の動
作と制約事項を説明します。

•設定されたキューイング機能がないサブインターフェイスのトラフィッククラスには、サ
ブスクライバレベルのキューがありません。

• fragmentキーワードをサブインターフェイス class class-defaultの設定と、service-fragment
設定をメインインターフェイスクラスで使用するときに、複数のサブインターフェイス

からのデフォルトクラスのトラフィックをメインインターフェイスの共通ポリシーマッ

プに集約できます。

•この設定ではさらに、メインインターフェイスの共通ポリシーマップに集約する他のサブ
インターフェイスのトラフィッククラス（DSCPベースのクラスなど）に対するサポート
をイネーブルにします。

• fragmentキーワードをサブインターフェイスの class-defaultクラスに使用し、
service-fragment設定をメインインターフェイスクラスに使用することで、この機能がイ
ネーブルになります（これは、デフォルトクラスの集約もイネーブルにします）。

•キューイング機能は、他のトラフィッククラスのサブインターフェイスのポリシーマッ
プでは設定されません。

•他のサブインターフェイスのトラフィッククラスについては、メインインターフェイスの
ポリシーマップで集約としてキューイングが実行されます。

•統計情報の任意のトラッキングをサポートするには、サブインターフェイスのポリシー
マップに accountaccountaccountコマンドを使用します。

メインインターフェイでの QoSの複数キュー集約機能を完全に設定するには、次に示すよう
に多段階のプロセスが関わっています。

1. 「ポリシーマップでのフラグメントトラフィッククラスの設定」の項で説明した複数の
サブインターフェイスのポリシーマップ内にフラグメントとして default classステートメ
ントを設定します。

2. 「サービスフラグメントのトラフィッククラスの設定」の項で説明したように、フラグ
メントとして設定した classステートメントに QoSを適用するために、service-fragment
キーワードを使用して、classステートメントで個別のポリシーマップを設定します。
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3. 「Gigabit EtherChannelバンドルをサポートする物理インターフェイスでのサービスフラグ
メントの設定」の項で説明したように、サービスフラグメントのトラフィッククラスを

設定し、それらをメインの物理インターフェイスに適用します。

4. 「Gigabit EtherChannelメンバーリンクのサブインターフェイスでのフラグメントの設定」
の項で説明したように、フラグメントトラフィックのクラスを設定し、それらをメンバー

リンクのサブインターフェイスに適用します。

ポートチャネルのメンバーリンクでのMQCキューイング設定：
EtherChannelロードバランシングなし

始める前に

class-map コマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に
定義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定す
る必要があります。

Cisco IOS XEリリース 2.4以降のソフトウェアが必要です。

また、ポートチャネルメインインターフェイスにアクティブ/スタンバイシナリオを作成する
次のコマンドが含まれている必要があります。このような設定では、1つのインターフェイス
のみをアクティブにすることで、トラフィックをいつでも転送できます。

• interface Port-channel1

• lacp fast-switchover

• lacp max-bundle 1

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface GigabitEthernet card/bay/port
4. service-policy output policy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

EtherChannelインターフェイスの QoS
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

サービスポリシー設定を受け取るメンバーリンク

の物理インターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernet card/bay/port

例：

ステップ 3

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0

出力トラフィックに適用するサービスポリシーの名

前を指定します。

service-policy output policy-map-name

例：

ステップ 4

Device(config-if)#
service-policy output WAN-GEC-member-Out

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

例

次に、main-intfというサービスポリシーを定義して、ポートチャネルのメンバーリン
クの出力方向に適用する例を示します。

interface Port-channel 1
lcap fast-switchover
lacp max-bundle 1
!
policy-map main-intf
class voice
priority
police cir 10000000
class video
bandwidth remaining ratio 10
class class-default
bandwidth remaining ratio 3

!
interface GigabitEthernet0/0/0
channel-group 1 mode active
service-policy output main-intf
!
interface GigabitEthernet0/0/1
channel-group 1 mode active
service-policy output main-intf
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ポートチャネルのメンバーリンクでのMQCキューイング設定の設定：
EtherChannelロードバランシング

始める前に

class-map コマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に
定義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定す
る必要があります。EtherChannel上の選択したプライマリおよびセカンダリの物理インターフェ
イスに一致するように、適切なカプセル化サブコマンドを使用して、ポートチャネルのサブイ

ンターフェイスが設定されている必要があります。Cisco IOSXEリリース2.5以降のソフトウェ
アが必要です。

EtherChannelの設定には、フローベースのロードバランシングをイネーブルにした複数のアク
ティブなインターフェイスがある場合があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface GigabitEthernet card/bay/port
4. service-policy output policy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

サービスポリシー設定を受け取るメンバーリンク

の物理インターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernet card/bay/port

例：

ステップ 3

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0

出力トラフィックに適用するサービスポリシーの名

前を指定します。

service-policy output policy-map-name

例：

ステップ 4

Device(config-if)#
service-policy output WAN-GEC-member-Out

EtherChannelインターフェイスの QoS
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

例

次に、main-intfというサービスポリシーを定義して、ポートチャネルのメンバーリン
クの出力方向に適用する例を示します。

class voice
priority
police cir 10000000
class video
bandwidth remaining ratio 10
class class-default
bandwidth remaining ratio 3

!
interface GigabitEthernet0/0/0
channel-group 1 mode active
service-policy output main-intf
!
interface GigabitEthernet0/0/1
channel-group 1 mode active
service-policy output main-intf

EtherChannelsの QoSの設定例

例：QoSポリシー集約の設定：サブインターフェイスでの出力MQC
キューイング

port-channel load-balancing vlan-manual
!
class-map match-all BestEffort
!
class-map match-all video
match precedence 4
!
class-map match-all voice
match precedence 5
!
policy-map subscriber
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class class-default fragment BE

EtherChannelインターフェイスの QoS
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shape average 100000000
bandwidth remaining ratios 80

policy-map aggregate-member-link
class BestEffort service-fragment BE
shape average 100000000
!
interface Port-channel1
ip address 209.165.200.225 255.255.0.0
!
interface Port-channel1.100
encapsulation dot1Q 100
ip address 209.165.200.226 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
interface Port-channel1.200
encapsulation dot1Q 200
ip address 209.165.200.227 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
interface Port-channel1.300
encapsulation dot1Q 300
ip address 209.165.200.228 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
interface GigabitEthernet1/1/1
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output aggregate-member-link
!
interface GigabitEthernet1/1/2
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output aggregate-member-link

例：QoSポリシー集約の設定：メインインターフェイスでの複数キュー
集約に対するMQCサポート

port-channel load-balancing vlan-manual
!
policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

!
policy-map subscriber2
class voice
set cos 2
account
class video
set cos 3
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account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

!
policy-map main-interface-out
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class AF1
bandwidth remaining ratio 90
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000
bandwidth remaining ratio 1

!
interface GigabitEthernet1/1/1
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output main-interface-out
!
interface GigabitEthernet1/1/2
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output main-interface-out
!
interface Port-channel1.100
encapsulation dot1Q 100
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
service-policy output subscriber1
!
interface Port-channel1.200
encapsulation dot1Q 200
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
service-policy output subscriber2
!
interface Port-channel1.300
encapsulation dot1Q 300
ip address 10.0.0.4 255.255.255.0
service-policy output subscriber2

その他の参考資料

関連資料
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『Cisco IOS Master Command
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Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service
Solutions Command Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモード、コマ
ンド履歴、デフォルト設定、使用上のガイドライン、および

例
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マニュアルタイトル関連項目

「Applying QoS Features Using
the MQC」モジュール

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス

『Intelligent Services Gateway
Configuration Guide』

RADIUSベースのポリシングの設定

『Cisco ASR 1000 Series
Aggregation Services Routers
Software Configuration Guide』

CISCO ASR 1000シリーズソフトウェアの設定

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれたTechnical Assistanceの場合★右

のURLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

EtherChannelインターフェイスの QoSの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1 : EtherChannelインターフェイスの QoSの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、ポートチャネルのサブインター

フェイスでの出力MQCキューの設定をサ
ポートします。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルー
タに追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 2.1

ポートチャネルサブインター

フェイスでの出力MQCキュー
イングの設定

この機能は、ポートチャネルのメンバーリ

ンクで出力MQCキューの設定をサポートし
ます。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルー
タに追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 2.1

ポートチャネルのメンバーリ

ンクでの出力MQCキューイン
グの設定

この機能は、 QoSポリシー集約のサブイン
ターフェイスでの出力MQCの設定をサポー
トします。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルー
タに追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 2.1

QoSのポリシー集約：サブイ
ンターフェイスでの出力MQC
キューイング

この機能は、ポートチャネルのサブインター

フェイスでの入力ポリシングとマーキングの

設定をサポートします。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルー
タに追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 2.1

ポートチャネルサブインター

フェイスでの入力ポリシング

とマーキング

この機能は、ポートチャネルのメンバーリ

ンクでの出力MQCポリシングとマーキング
の設定をサポートします。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルー
タに追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 2.1

ポートチャネルメンバーリン

クでの出力ポリシングとマー

キング

この機能は、ポートチャネルのメンバーリ

ンクでの（EtherChannelロードバランシング
なしの）出力MQCキューイングをサポート
します。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルー
タに追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 2.4

ポートチャネルメンバーリン

クでの出力MQCキューイング
設定：EtherChannelロードバ
ランシングなし
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機能情報リリース機能名

この機能は、ポートチャネルのメンバーリ

ンクでの（EtherChannelロードバランシング
ありの）出力MQCキューイングをサポート
します。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルー
タに追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 2.5

ポートチャネルメンバーリン

クでサポートされる出力MQC
キューイング設定：

EtherChannelロードバランシ
ング

この機能は、QoSポリシー集約、メインイ
ンターフェイスでの複数キュー集約に対する

MQCサポート、メインインターフェイスで
の出力MQCキューイングの設定をサポート
します。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルー
タに追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 2.6

QoSポリシー集約：メインイ
ンターフェイスでの複数キュー

集約に対するMQCサポート：
メインインターフェイスでの

出力MQCキューイング
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